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m 川崎lま変調認の/1;~ji 域化に掬する内容である.第 .1.";'1 1ま広~ii'<<化する屯柑保迭
について運べる.!i;{lfld.は駆動刀法である巡行政動作について価域を制限する.w
について般討し、信号磁の雄'"を越〈する屯掛構造について蝿楽する.oli磁を伝搬
する口リ離を略 m~1 越であるとして、混雑盟対話怯により恒極の特性~Jl n.し 広帯










































(a) 2次疋事披路 (1) Jd¥.元司被鮒
凶 l 光導戯施
摘のM所目.''&:化が小さιという似泣か盛吹であるが、，anT1-:.:きが愉酬であること
かりJ1:<川い句れる kうにはった.ピ i 伝惚(j， I~ 人射披が搾披簡に船qてどのよヲ




が陀測であ勺た.本冶文では行列の要指の附ItI f~;恨め "}jをポし 2~í~樽依附たけで
は〈、'次λ1:.;，9越路にも趨川する.その場合に脱抑化計い、 般的な特性を;):める.
得放路の解析凱.かり設，"を行うと究開に号法F怖を拠仇することになる.このと
き;r;波路の JIJ;や州航キ !-Mi.:し 没"納通りに信勺ているかどっかをUかめる.i'
訟がある.問;thlLIまAきく 2つに分"勺れる. 勺"川格制定する方，J て、 F~ル駈















"椛耶デハイスにおι て I~ .itの伝~"川を変えるケースがよくあり そのために仙
カり叩臨時11J"(:[である.しかし、 般に川いりれている弥理史跡はコ 7i:.クラソドと
の師 ~H'. l.. か小さく、，，\純な折れ酬lがりでは J'，肱を大きくするとクラソドへの腺射引
火が人きくはる欠山が.，た.そJ二で、州がり刈が3人きくても肱射が少なくはるよう
伝l出がI)'!事故怖に附する研究が組められている..itの令反射をやl川した偶，;:，["'1刈や、
































a'φ" "1φ + J* -2Jn・ ~+(n' ー..，')=0





































































φ(i，y，:) '" ~~(i. ÿ)"xp(-in:町" (15) 







































v = Jfi石" ('川














r' φ = 州削); 友ι @帥剛伽υ川仲}μe州寓
とcくとフ一 iリJエ変a倹侵の佐質か勺、
a'φ ， :F[; =-1'仲)
で8らるので、




















。φ1I~_'"" ~l 友 =-16叶j7;F叩 F+CJφ(1.1怖
が仰切れる.ただし、
1-'; 0 1 11(，) 0 1 
B= 1 C= 1 
1 0 -，' 1 1 0 I(削|
である.ここで、









(" = ~("， -~-I) ' (ー"， :;'-1) (10= 1， ..s) 
内=主("一子，) (，，= 1 川
とはる.f.明と f:mlま
ん ，長 ~xp(j山}
f:~ ーかxp(-)叫 ("，.，，=1. "，N) 
でめるので、(1.21)式Iま
(_l)(m叫:..(1~ (， N . ¥ l' r 2~. ..1 =~)~l T.[J; -:.-I )f叫>j-)7，-(紬帥)(k-I))V'N :;;(/)、"2'IJ ---"[ • N' 
rρ N 、.flτ'l"'-';-←リj九町 {附問.， 川 (1.22) 







5同'" N'肉 (m'"1. "N-l) 


























(m= 1. '，N+ 1)
(目=1.. .N+I) 



































嶋格化周槍徴 V=O.S，.Uでの""モ ドのピ ム伝倒置法による計第結県を慣'"民法
1，Or一一一ーーーー一一一一可
0.8ト 生長....，
t" ¥ 0.6ト ιI イ一 一一一一一ζ.......1 ¥ 0.4ト， / ~ 
i¥ 0.21;1 / 2/3.-1 
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関，sガウス分布2吹元司被踏の規俗化周波徴v= O.~ での 0次そードの償共舷法で
計興された界分布 慣舗は週帥路剛で現川由化 ((=iバ)
;&11 ガウス分術".元都政略の鵬絡化問滋敵 V=O.$ での OIX~ ドの'"軍縮探
倒共編法 l ビーム伝厳島長
I D 仮忽境界笠間医絹川 l “l “" 
I N 還者敏 描 5121 128 
1 DIN選舟間隔 μ1/81μ
h(規帰化伝搬定敵) 10.1472081410.147醐 1110.1472飽 I1 0.1~7210例
|( = 0 1 O.~醐6910.5問団 10.5間的 10.563聞
界 |(=2 1 0.4冷861010.4286刷 10.4286ω1 0.4~郎防
l("'4 日間叩 10.292畑出 10.2920幻 10.2叩"
分 |{=8 1 0.1お剛 10.13崎川 10.13560110.1間"'
|(=16 10.0初出 10.0問団 10.0閣 2510.029285
衛 I{-"32 10.001即 10.0013571 0.001叩 1 0.002115
と=64 1 0.0ω叩 10.0叩咽 10.0醐 001
2回目
寸コ 1¥ 1 .，卜、 I
~ハ E
。I I司・目




進，.，ガウス分布，~元a・a書簡の規格化周放政 V=5.0 での"~モ ドの計算結果
慣S客観法 l ビーム伝被橡
I D 仮忽度界境問団..川 1 81 81 
I N(i!.e:敏 321 5121 拙
I D/N (.a!.è: n~ 隔 μ 州 '1“
ゐ(規俗化伝健定位) 10.81開ゆ7110.815四 η10.815ω37310.8四 9313
l(=0 I 1.54山 581 1.54ω191 1.540瑚 1 1.54055B
界1{=O.5 I 0.8803481 0.8飽嗣 10.8803471 0.180341
l(=1 I 0.19附珂 10.]9闘 0410.1鋼 7珂 10.198758
分l{=2 I 0叩叩 10.00制限 10.000叩 1".ω2931
1(=3 帥剛510.0剛担 10.0柵 )21000脚
布 1，=4 I 0.0剛∞ 1"醐醐| 帥醐∞ 1"関側制
{=8 I 0醐剛 1""醐 0010.0醐 001
小さ〈することが必要で易る.

















l.Io 1 r 1 1.奮 Id' ，1 








fl (1 a' a'、 l房=片岡 i戸\;;;.~'原)+m'~)J6 (1.24) 
となる.この式の錦 羽を計算する場合にはやはりフー '1 エ変倹を用いる..の，~
元フーリエ変倹を
Fφ= ・作品)=去にi:州、η)c.pú(p.~ + p，♂))耐




d'，p __" 高官 =F-'I-p.'F6) 
がEまり立つ.ょ，て、(1.24)弐は
























は反対憶なモー ド:J'， !I両方向に関して反対弥屯モ ドに分けられる.ここでは畿の
つを与える。ニれは耐簡で."べたよゥに2寧の史験結集と封応さぜるために、あ









(m.= 1. .N.+l) 
(m，= 1. ，....-1) 
(".= 1， .....+1) 
(m， = 1， .N，-I) 
となる.フ リエ愛娘行列は
常 時 '1叫り}.，"(い)









'1m. = 7!-m N..
P'JO， = n;n. 
P. =τ~ -， 
とUる.フーリエ変徐行列は
(m.= 1. ，N.ー "
(同，=1， ，N，一"
{叫=¥， .，N.-l) 
(m，= 1， .，N.-l) 
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0.2卜 lFれ1
0.0 Lヰー』ι」ム~ー~








て N.= N， =IGとした.ただし、償"顕雄で得切れた界分布は
ffl附句l)'ded~ = 1 
と隈格化し、ビーム{元信法で"られた界分布は
1"'1"' f ，φ" 布Wd(d~=1
と視縮化する .2~元司政硲の掛合と阿"にこれはパワ フロ を規格化することに








F i e Id 
:ド」 0.' 0.7 0.' 
o 2 . 6 8 
e 







( = 0， ~.. 1 0.14650 
(=0，甲.， 。
分(=1， ~ = 1 0.44371 
{= 1，η.2 0.33326 
{= 1，町 4 0.13422 
市 1{=2，司ー l 0.'醐
{=2，布 2 。l醐













Z=O，~ = 2 I 0.005291 0ω'" 
{=O，1)=4 I 0.0ωωo 
分 1{=O.5、~'" 0 5 
{= 1，'1= 1 
{=4，η=05 
ビーム伝償法の計算ではz方向の仮忽境界Fまでの距橿D.=1，zE向選l!:磁 N，=lb，


















I n， (y>O) 
n(%. y} = ~ • (1泊)
I n.+tJ.nJ{吋，(ω(ν <0)
IW {2%¥¥ IW I 2%¥、c，rl~r1+;;:ll+cfrr~rl-:;ll Lu:l1 +日v))"'~fI ¥冒:¥'wJJJ(%) =、、~、"
2~，r I一一}¥2<<r1 
山 ) 0 岬(五)
ここで、 w，ま位殿週販の幅であり、 c，f(r)は'"畳間敏で、
0.0 





同1.12 (】初}弐で泌される横方向即断 lj.!~}布凶敏氏。の形状の鉱般観舗と _r}j向鉱





"(-<.y)= "， +U"f(:r)9(Y) 
という即断中分"を附。たS事法怖のヲ方向には反対綜信モ ドの F平分を考えればよ
い.ここで
f.=~， ，=J{-. a.=~ 一一一 ι -W' .， -'/' "-2d， 
とおくとい加)式がそのまま遍sJできる.館街車分術関数俗
11' 11V 
d ¥i:i-(J +{)) +crf¥訂 (1-01







































光の雄長を6325λ とし、 d.=1.72μmー とする.低散震の舗として w= 10μmと
W =5μmの2組煩を計擁する.d.をパラメータとした渇合の、ビーム伝健法で別算
された拠格化分散曲舗を W=10μmのものを図1.131ニ w=sμ同とした場合のもの
を凶 1Hlこ示す.ここで、モ ドの吹曽l志川岡モ ドと議し、問 lまz方向、つ寧り慣
Ji向の次散を.し、肉はg方向、つまり原み方向の~歓をぷしている.ただし、般《庇
次を0としているーなお、光ヲ?イハの瞬併結集かりカ γ トオフに非常に近い場合に
L~ iI'!lJ:O<大きいので、固には@いていない .t. t，一、吹散がかなり高いモードは界分
布の変化が滋しいが、選者間隔がそれに比べて大きいと銀盤が大きくはるので、闘
に""いてい伝い.81ftに隠しては計算恨のお置を考えて、 N.=1仏，¥'.=32とし
























関'"鉱般源姻lV= 10μm.'方向位敵畳"， =2μm，'方向鉱散長d，= 1.72μmで脱帽
A周波敏v=....の場舎のω号ードのビーム伝備法で針算された界分布
Fleld 
-1 0 2 
‘ 図 1.16 鉱融嵐舗W=IOpm，%方向"散:1"， = 2μm，'方向拡散長d.=1.72I'mで観描
化周波徹v=..の場合の'"モードのピーム伝信雄で計算された界分布


























































~~12 I 導柑附の tf.H~ 徹銚-'Jti






川崎て必べたょっ I~ )町叫で、、，1，の収 "1 を金えて、 2 炊 J~尋"路および弘散&"か
11/，."とり ηのJ肝却の 3炊J乙F事故飴Hc裂したE 続散条件は.>聞が'"問て品位か
"∞・Cである.拡散後、Nh鉱敵源のあ，た禍m(j盛り上がoてリ?ジとはるか、その
形状を 光東干捗額徹..で限集した鮎~を図 2.1 に刀、す. .'宮のために組 51''''の1"1>
般を Z-c，，~ L，TaO.1こ閉じ条件で低限した喝合のリッジの見惨状ら示してある.結晶紬











つまり TEモ ド(3，*元u 路ではE'を ド}についてのみ行，た.側定結果を凶2.2

















010 r一一一一一一一一一一一一， 5 
008ト I




o 50 100 0 50 100 
Nb TH I CKNESS (nm 1 Nb TH I CKNESS {nm 1 





. 1 /1 
1卜 '1ゲ1-O 】山占占ム~
o 50 100 



















Jtõ敏である.これを分散曲線に~てはめると V. bt.， b，の個々の馳が求まる.これか句














o 50 100 
Nb THICKNESS Inm) 
問 H 2""元海越路の NhÐf7に却する鰻大同駅相変化~"




て、 ~II を求めることができる.これにはい H) 式(1.l5) 式より
V'I， ~'o'Jl(".，，' -"・" (~.:Jl 
とはるが、布辺は測定結果か惨定まるので これを分散曲線にあてはめることによ
































J.!; ~トモードに聞しては"か典 fi...，ても分散山織はあまり変化しないので、<1， =1.3仰"
とした場合の忽本そードの分散曲織で舵正することにする.その分倣山線をt'-<1ur:




1 4 82nm 
J.'ト，v-←// _，.- 1" 1 
> I 00 .. ゾ I 0.2ト
日ト / 00/ 
10' 
/10/ J.' 叩 f
I 0.1ト
日 I / / "/ o 2 3 4 I / !. 
d. 
関:Ui帥様相11'=101""の場合の 。oL一一一」一一一~
刷物化分散曲線より求めた続縮化周 J ‘ 5 
紘倣Vとr方向拡散毘'.との関係 図 2.(i拡散~.幅 w = 1助川'，'方向鉱敵脹
rI， '" 2.31， m.y方向。広般 l~". '" 1.72，川め地合
の処掛化周波数Vと焼語化伝燈jIotNbの閃舗
を~わす腕俗化分散州"と欄定航
A: ~I;街中変化 1;I::l\\ f.t.，ているが、これは槻方向鉱敢によるものと身えられる.
0.6 r一一一一一一一一一一一一ー一「
ト l ーロー SLABWAVEGUIDE 






o 2 4 6 
V 
阿27 弘法源鰯"士号'1'"'τE向拡散民 Nb TH I CKNESS (nm 

















と.される同.ここで、 Fはフーリエ変検を去し、 k.U.積方向つまり z方向の空間周
量..を去す。^.'は即断司障の 2 患の~であり、














{ JV¥ ，，~= (-J匂n.+':"，I (3.5) 









































国3.' 単純飾れ曲がり司磁俗 図3.' 金反射司自析れ幽がり場a宮崎

























M E(r， :)'IE(l"， z)l~叩(Jkn ，何:r .inψ)dz)
F(，日) ~υー，，，，..、，----------'
11 IE(z..II'I.>-) 、h ・.一一，
R(:) =吋叉円ψ，) (3.G) 




が曲がq ていると樽故そ ドに総合するハワ がそれだけ少な〈はるので、波面lま曲
が勺ていないほうがよい.よ，て、 R{:)の錨b酬がり事滋路H李価する目安と伝る.
3.3 数値解析結果及び尋波路繍遣の量直化
計算モデルとしてはステップ~，吹元司被怖を考える. ~.鹿嶋 l志舗 2pm，届析n















abr¥lp! bend 一一一 ωta! reflectωn bend 
two conseCullVe bends 
----smoo¥h bend 
一一---new!y proposed bend (cc=O. 5) 


























40.0 so.o 120.0 
0.04 
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0.00 
0.0 ， (μm) 
園3.伝搬するにしたが，ての趣置の傾き角 (indinalion)の変化






















~川 o 11 1140.0 
=診総~..。 ヨ ~80. 0 ! 一 一
20・ ++ HO.O 
10.0 勺.0 ，れ 0_]0.0 0.0 10.060 




重I120. 0 -===::::f-{:: iI ~ O. 0 100.0 -::=J-f: il00・80.0 ....j.=f 110.0 60.0 -++ 150.0 同‘0・‘0・20・ 20・




言三務蕊三三当80.0 三話 180.01 
"ア寸1~「1060I077寸プo ，抗。
(μm) 1 (μ.) 
(.)磁個 (b)位相
図3.12 t案した曲がり導放路を伝値する光被



































































悦定を行い ~み方向低倣曇 1ま 172μm，慣方向鉱政援は 23111" と"められた.また、
異常光臨断端に対する般大即断司何度化と鉱肱誕"さとの聞係を求めた.





























~を ;li~l光学幼.を川いて変調する刷合において、変調される宮本を h とすると
簡'"のために'"世界に比例して変化すると考える.そして、その比例定数をAとす
る.変調に必要な巳WIま'"偏にl!:J1:1を印加するニとによ qてMり出すが、噂跡調相変












'"ド )"'¥μ哨-<>:)<0<(. 1'-，'，) (1 ~I 
と器される.ただし、医."変調故の保帽である.(4.1)式は電相上の訓rmが 定であ
る締合で、伝送錦繍のように場所により異はる場合には、電相反を'として










[， -2cxp(-..ηe腿 2.+ C~I'ト20町 l'




11= 三いとい丘!("m-~) (1.) 
旬、 '"， 1
である.ここで、 u"n同は光陵、変調波に対する等価~，崎明である。 F("t...j カ変調度
の間被敏特性をi&していて、変調，.が抱擁時の'1、/をとなる周披敏を俗峨 '^fとする
と、減袋定書宣'0"， 0の掛合でlま




の定凋11 7)'1(1 りれ、 ~ii域に銅版がなくな勺てしまヲのである.閥.J1iこ"を 定にし
たときの /'"(0(.，，)の形状を示す.I'IAで郁峻帽を示しているが、"がー定の飢をと，
1.0r- 目
」ー『、、、、 1 一一一- a 1 =O( dB J 
_ 0.8 10.._.-、、.~、 1--- al=2rdBJ 
『 ト ー~‘，、、、 一一 .1・51dBl
































































仮に L;T~O.をmいると R岡 =467 とな，て、 (0) 式より管場舗と電極径の慣tJ. f.trま






















































































刊 .1刊"'-1何訂 (.1.11 
となる.r，rま0か勺1までの聞の銚をとり、境界の形4えによ，て決まる定敏である.境
界をい〈つかの.，誌に分制して橿脱化すると(.1.11)式を重量‘量的に解〈ことができる.
屯禍を境界にとり、峰界条件として電位。を与えると qすなわち 電極 1の屯何官庇
が求め勺れる.これを電報上で術分すると屯荷量誌がわかり、これと電Eとめ比とし
て容処が.unされる.また、 (4.11) 式を川いて敏郎の鍋失むわかる..方向のflì.~早"
(U~) 式を z で個信分して負符号をつけた式






U材料として、このZα，~ l.iT.，O，t-.ID定する.M仮の償制 r:t s，刷"，閉さは O.~川"と




























u 例.13に比べると li;llf.tIIは多少挟〈は勺ているが、 1'1d/を考慮すると、問-I.Gの
柵"が..もよいと首える，
閃'.6の栂造について、ハッファ盾の陣さを変えて計算した舵拠を岡"に示す.ハヲ











1 r / 
a: O.5 Lムムヰ=ムム~ムJ
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~磁器商よりも l"m l.li(する.ニれ lま気気をはさんで電極が前日、合うような形にな
ると容震が小さく怒るためでおる.また、電樋がそれだけ厚くなるので低釧失化と



































U~に W "， J例μm) の栂合の週事故路付近の印加'"界分布を示してある。ニれはG側の
導法繍の付近で、図の右側にア ス電槻が左側にストリップ電憶がある.なお、この
図では電磁聞の中.，を原.とし 概観，，~仮と空気の境界である.また、開 ~.JGに
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(0) 1 = l(μm) (d) /("町μm)
同 11.';境界宏司医11を川いてい")式により )1視された分岐「砂"金調向のノ Jウァ
怖の"さ 1を変えた場A の司被路{Ji_!の τ)i向電界銀度分(u (m彬鋭" 州川，，)
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z，;35.S(町、企f=IO.7(GHz) で"る .3 奮目は図 5.I(b) で示されるもので、~甑を
I) .，.ÿ~にせずに肌に 8;0，膜を "m付けその上に電極を付けた備虚である.ニれを
鈴料3とする.この締過では導政路に印加される電界M弱<，;，.，てしまうので、変調
砲に応用することはでき怨いが、パヲファ舗の効mが顕著に現れるので製作する.こ
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スクを担作する.AI~低銃加 ~ìl"装置で 15"m 哩nnした後、ヲ宥トリゾグラ
フィーの緩衝を周いて、パターニ J グする.ζの嶋舎のAIのエッチノグ厳としては




鼠斜3 ル 帥 17.5
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d.o= -9.1Z"f[Gllz[ ><6"明[deg] (51) 
と伝る.図"に$"の位相の測定鎗mか勺針解された6'の周纏敏特性を示す.試料2
と銭料lとの盆と、試料3と武斜lとのaの2本の鱒を..いている.測定航t~).程度






料lと2の位相盤U:IS・であり、 1と3の位相盤は53・である.(~.l) 式より、試料 l と 2
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の電製を碍催簡に印加する.~放絡を伝慣する先を TF.-hke モ ドにすると、 Lil¥bO，
の Iドで雌 b大き屯屯"光学係敏'"を刷用することに屯り、効 V.l~< 変調できる.
反射下ゆ型変調包の動作を解併するために図.2に示すよう伝伝送線路モデルを考
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は~.宮崎の減衰のために変調度が小さ〈なるものと考え勺れる . R，を051こして、 H，
を変えた渇舎の反射光強度の"w錨.を示すと困'"のようになる.n，が大きい方が































































tの特性 (R，= n，) "の特性(n，= n，)
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(b) 反射光変調"の是大観






したものをmぃ、入射側舗面を，、 フミラ にしない柵盗を観作した.また、 "W
で述べたように反射"の方が哀調度が大きいので反射光を利用することにする.導
磁路の智作方法は"舗で遺べた方権とほぼ閉じでめる.~，医には Y-C\I( Li;¥"hO，を問







































1ド波長電圧 113 ，V であり、これから印刷屯界の低減係微を計算すると O.~2 とな弓て
信ぽ予li!通りの.t~%が御われた.
l 
(，'j 1:..Lj竹内 ，"，変 .11~Cór の1 人，，'
制+!，ベけ民 f引)~，，\\ dい 説付 Jdlえ叩戊【川、に υL
Mい '"加なめ!~，村'"川山[('，\'d】 1
<)， 1'， 式内し人史的 r! ~'J 会 J同ハの件"
GA 電界計測実験
以 ll)lr!!\'! f..川ハをセ/ザ ζ} て川、る 4~ -'守 1，'I~ -1.'河村刊か匂町一ヘ-~ ~一九，
'"しヘ Jf，U'; .~!" ーれは、にお白 -:'C' つ j.) .1) ，~l'完全(州 r る
川に 4むを壬Iμ)，'し心 外にφ へー"許取)
いらよ n 。 のこ F 占'l'，\，~Hおの J、さ本たオ グ て"印U't ~む こ".，''， ~ 、U
4弘、 rて'" 主た それか ιてあ jても ぷ111ι フて¥，'，之tヒす川
泊 かある 与以前のムさか μ ，.，!;'之てあると肢かド iパ ~lいしたた
じよるこ ζμ ，~ -:， 0 出ηての大政ても な主化士、円ド]ん¥'りれる弘町 の1<;円
，側目、〕れ人自そこて ここて動fIιか中去し と」ろに〈る J仇フペ人哩 1，-~て
~'.IJ:.か 4主化 ν 白いょっ l して丈駁するこ c にする。 t 界そ 1川ずる l':"'.'を明氏 1
る允めiヨト.1(， ~ Gにドず;:')'';コプン '_'li仰をπ砕を伐:1する 'Cゆ ζ して山
ん~1:..，l1~ Y めのも悼と庶民す匂ョ A火f り1.0，の人込1バフ;(，，;;，は )1)
j.-)，イハ!こ j ，亡人ω入フへきてあるか フ/イハω'1町《内;"てあっ
たために Xの人れ仇前てりl べたよ ).ν/λi よフとれフ。コ~ 1)、λ攻
[<)(， 17に'J.4よ?になり、-t-:，..ザに ui平安(111'ずるここい d ヴ 'c 昨季 10 ゆる jヒ駁
1: '1 フ.怯 l 川'， il~早"日:r.，; 25""" の， lrf怯，'，怖にようて刊る。しかし このべ州の
川に 1:(-/サ人けて心 (.j(.の入 i，をuつ"物ν〆ス '.I'!Jイi(，し、 :.I;f)ずへさ川

























1."I'IIJIl;，e 界ノ'" 川 1111)'1屯加に'"る山 h~の科判
』見附叩tl'電界 l 叫，'"山、
“+t! r，!加日立界、} 縦軸 :，:JJit強'i:.UOn¥¥山も)
~ ，1;)J;¥.iUe.は0，，¥¥'<1，、}
同，，'、 1>i ~J i fJ.'l'J J¥:.i!.J!I誌による;"[)¥.'"f ~即日"供与i 見I
r 枝 I~f"; ~口上りもか九り人，く また"波数が"佐てあるとする。 :1)Jえを吹官 v









































分蝕 l 跡周制定調 ~~HIIι、た電界セノサの製作);IJ， Iま 6.~節で述べた反射 l 抄相変~













































" .0¥1'した心界 I~ J ，/ステ Jの九注品叩のηv
情柏 '"川、l
縦柏
"紅すると u界ステi が Jじばずる。代岐Th l lJ~1“おか内.ói~れてゐり ，c注
目立に比例した1ui!をm・4して;1:)1する kフに"勺でL匂。このンステムのiU昭市か
とのはは動作特例そ円今てιるカを知るために生羽町のは婦に川m<l_刻化 Jを'"加
する。この引の印川市Il'変化に到する、 I~ )J :[UI の変化をす判例山線を ["17 ，に什
J九位初のル凶どおり物件ペが線 J~~I:分に*ているこ c かわかる
7.3 低周波電界計川実験
被界iよてへたよフニ川"μ"の 11[;(1，.，怖に
ることに tりれりけした。 ぬ叫ん喝界を仰ろためのλ引のH ぬ"ζ レて印"，
羽川1/.111')ド!l，そ，"んだとお刊したヤ/・ fさ問(はしシ) フロノ外
にアク，)ル仮をの持たむの手支jうれとして~の l' 1: :，~1沿い、ぬ、止j.\!'iに仙人ず




問7O， "i ~. . 10に怯~!;どうどが世界の弘札 cλをな在たして作りれた山 h屯I1 のχ杭成
分の弘料との間 tf，，，をふれ同に不された川;i.:~附ては 比例II'ltfにあるとLえる。主
.&1.] ]V!c酬の;Il~限 '1' にセ νサを尚人した場合の;U掛川に生じる叫位r.の外的'，{L械
の見降伏による比較
外師電極の形紋 |電位盤



















~特に問力 10\\ のl.26C[[z締用トラノ y-.>、のlU)Jを人"する.岬抜特の終..に"
情反射終錫を取り付ける.セノサを部独特の中央にアンテナプロープが導被告の縦
:!日:!日
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;，11711 九回ぬ;"W. ，~j 古川セ/サの 1"1.111必ぐ 1"仇瓜枝だ砂紀夫
外側 櫛始昨日目
縦愉彼変~}亡史!え
/:'1'11 むるーう 1して事披?をを繍切るょっに州入ずる。このよう Iしτ"'1し人
紅引にそ;.1.1.11ー ト，セ〆サかりの児!日力の政形を光オンロスコ プて似削し 1..，'.1'
をしたむのてある ζのMは変調部分を!JI.)にしたものであるが はかな〕ノ
イズカ"官 ν て!るよ〉である. これはR._.，I:I!!!.がたいへん，さくい;c五日カノイえ
に叩もれてし Jヲたこと c，Y..)."/ロスコ プの L リガー入hか)，拐に不官A て5，-，
たカりてある 2J¥_.(りれる。しの，，!:P，Iぅ、はりれることか町役 iした吃界でんが
変調を交付て v ることになる内つ，り '，Wを"引したよことに付') 吋仰，'u.(w.を












p= 1'0+1'，<0ベ.:，1+<>，) (St) 
を倹披舘に入射さtまると、その交..検峰山Ji1i圧，.，草川があまり Aきく広ければ、使





ν"， A{句 +s)P，c関心"， 1+仇}
とおける .ill し、 tL BI左定数で~る.このりるを周偶発領周放倣ω聞で変調して






















































p= Po+1可(l+ac舗"，.1)ωs(w.l+<T，l (86) 
とすれば、俊雄市カ成分は









p = {P.+ P，c<楢(以 "φ，.)){M.+.I1，εωω聞け














レ ザ (LD】受光来子として，..フf トダイオード (PD)Jを用いた.LOの注入電誌
を実現することにより、光を強度変調する.LOの位入電旋光出力符性lま線形でlまは
いが、線形"分を川いるようにLD!1.入電波のハイアス鏑及び史鋼録舗を選んだ.悶
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関S.J 効期変調倹波方式実験系
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徴 h でぶした.ガウス分市 2 1):元導政協について fH~鎗定数は 10-' 界分市はト'"の
m瓜で訓鎮できることをボした.吹に，~元理事故路における行列の事訴の求め万を
品したが、同個な刷倫化を行ι" 1'， ~に加えてアスペクト lt..で~した.ガウス分"
'"ファイハについて.11隠し、伝健定散は 10-'，~草分(1， 1 ;1. 10-<の純度で創綜できること
をィしたが、カ γトオヲに近い喝合には選忠敏が多〈取れなか，たので初度低少し憩
くは勺た.Q後に .1 1X元拡散問司事法路についてら ~I'n し、規縮化分散 11l 1 ti!f:Jkめた.
今後の認掴は司首長歓を柵やして繍胞を向上させることφ嗣析車変化が大きい場合に
も遍川できるように改良することである.










が OOlrAd の崎合に，，~例では"純に断り州 'fた締合よりも dJl怖で約"分の l の引
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